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こんにちは。伏見中学校に戻った「幅崎」です。この半年間過ごした、円山動物園とその動物たちはどうな

っているのでしょうか。ちょっと気になるオビの赤ちゃん、リスザルたちもそろそろベビーラッシュですね。今日

は、担当動物のその後です。

開校記念日の16日、とても良い秋晴れ

だったのでお弁当を持って動物園へ行っ

てみました。仕事で見る動物園と休日に見

る動物園とはまた違うものですね。でも生

き物の暖かさだけは同じです。宿題ではあ

り ま せ ん

が、もっと感

じて欲しい

ですね。

知りたい・学びたい！
動物をただ並べているだけの動物園の時代は終わりました。生命の暖

かさや不思議、ちょっとした説明を受けることで大きな発見ができるので
す。こんな施設が札幌にあるというのはありがたいと思いませんか。

秋から冬にかけては、比較的すいて
いる日も多く、じっくりと観察できそうで
すね。ちょっと寒いので防寒着はしっか
りと着ていきましょう。それに強い味方
のサル山レストハウスもありますよ。
発見したことは、レポートしてください

ね。特にデジカメ（携帯カメラ）のレポー
トも楽しみですね。待っています。

4 月に生まれた「チャイ」の子どもたち、無事に成獣に

なったのは 3 頭でした。唯一の雌「オビ」は、プーアルとの

カップリングに成功し、 13 頭の新しい命が生まれていま

した。宿題テキストの産子数の説明より少し多かったよう

ですね。

ところでウサギって親になるのがずいぶん早いと思い

ませんか。わずか半年で親になってしまいました。でも、

寿命も 5 ～ 7 年程度と短いのも事実です。自然界で食べ

られる側の草食動物は、世代交代をどんどん行うことで

生き延びてきた

のです。

そういえば、信じられないことも生きていました。左の写真は、ふれ

あい教室から飼育舎に戻る「もるちゃんず」です。前を行く、モルのに

おいを確認しながら一目散にご褒美「キャベツ」のある我が家へと行

進しています。かわいい姿ですね。その先には小さな赤ちゃんモルが

いたのです。モルモッ

トの妊娠期間は約 2
ヶ月ですが、雌雄は

しっかり別飼いしてき

たはずです。なのに

なぜ？彼らの生命力

の強さには驚きます

ね。（ゲッシ目テンジ

クネズミ科、ウサギ

目ウサギ科）


